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『シリーズ２１世紀の農学』 

大変動時代の食と農 

近年、地球規模での気象異変による食料生産の不安定

化、急増・流動化する世界人口と食料消費構造の変化、

人類の生産活動によって引き起こされる環境問題な

ど、さまざまな環境の変動が、農業・食料生産を脅か

すようになっている。そこで、シンポジウムでは、農・

食の生産を脅かす地球規模の環境変動と、その克服・

解決を目指した研究の取り組みを紹介し、大変動時代

においても安定して安全な食料を生産するために、農

学が果たす役割についてアピールする契機とした。こ

の本は、シンポジウムの講演内容を更に詳しく解説し

た一冊となっています。  
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